









 The historical change of understanding 
“environment” on the course of study for kindergarten 
Shoko OTSUBO 
要約：平成 29 年度告示で幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保
育要領の 3 つの指針・要領が平成 29 年 3 月 31 日、厚生労働省・文部科学省・内閣府から告
示された。この 3 つの指針・要領とも、平成 30 年 4 月 1 日より実施される。 

















成 29 年 3 月 31 日、厚生労働省・文部科学省・内閣府から同時に告示となった。この 3 つの指針・












 その後、昭和 39 年、平成元年、平成 10 年、平成 20 年、そして今回の平成 29 年と 5 回の改訂











○ 昭和 31 年「幼稚園教育要領」（文部省編集）  1）
 昭和 31 年には、教育課程の基準としてより大綱化を図る等の観点から、「保育要領」の全面
改訂を行った。 
＜昭和 31 年幼稚園教育要領＞ 
① 幼稚園の教育課程の基準としての性格を踏まえた改善
② 学校教育法に掲げる目的・目標に従って、教育内容を「望ましい経験」として示す





○ 昭和 39 年改訂（文部省告示 以降同じ）  1）
















という 2 つの観点から全面改訂を行った。  
＜平成元年幼稚園教育要領＞  
① 「幼稚園教育は環境を通して行うものである」ことを「幼稚園教育の基本」として明示




④ 年間教育日数を最低 39 週とするとともに、1 日 4 時間を標準とする教育時間を地域の実情
などに応じて弾力的に対応できるよう表記を改正
○ 平成 10 年改訂 1）
平成 10 年には、教育課程現行の幼稚園教育要領の基本的考え方を引き続き維持するが、教 
師が計画的に環境を構成すべきことや幼児の活動の場面に応じて、様々な役割を果たすべき  
ことを明確化すること、領域構成については、現行の 5 領域を維持し、教育課程審議会答申 
で示された 5 つの改善事項を関係する各領域のねらい、内容等にすべて示すこと、小学校と  
の連携、幼稚園運営の弾力化について明示するなどの観点から全面改訂を行った。  











○ 平成 20 年改訂 （執筆者本人及び 2）） 
















 昭和 31 年「保育要領」を改訂して文部省によって幼稚園教育要領が刊行された。これが制定
された時、初めて「領域」という言葉が使われ、教育内容の領域の区分は、「健康」、「社会」、「自
然」、「言語」、「音楽リズム」、「絵画製作」の 6 領域であった。昭和 39 年の幼稚園教育要領まで
同じく 6 領域であったが、平成元年の改訂で「健康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」、「表現」の



























































































児期の終わりまでに育って欲しい姿」（(1) 健康な心と体 、(2) 自立心、(3) 協同性、 (4) 道徳性・
規範意識の芽生え 、(5) 社会生活との関わり、(6) 思考力の芽生え、(7) 自然との関わり・生命
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